
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」本選の解答・解説

太郎さんが，物置で文字盤の消えた古い時計を見つけました。
ばん

その時計の針は，右のような状態で止まって動かなくなっています。

太郎さん 「お姉ちゃん，この時計は何時何分を指しているのかなあ。長針がちょうど目盛

りを指していることは分かるんだけど。」

あき子さん「そうね。これだけじゃ無理そうね。この時計から他に

分かることはないかしら？」

太郎さん 「長針と短針の間の角度は測れば分かるよ。

え～と・・・・ちょうど４０度だ！」

あき子さん「それが分かれば，計算で求められそうね。」

この時計は何時何分を指しているのか求めなさい。

まず，時計の針の動き方を考えます。

長針は，６０分で３６０度動くので，１分で６度，５分で動くのは３０度になります。

短針は，６０分で１目盛り分動くので３０度動きます。１分で０．５度です。

右の図のように，４０度を長針と短針の間にある目盛りで分けると，

３０度と１０度に分けることができます。

短針が１０度動くには何分かかるかを求めると，

１分で０．５度なので，１０÷０．５＝２０分

ということは，ちょうどいい時刻から２０分経っているこ

とが分かるので，長針は２０分のところ，

つまり４の目盛りを指していることになります。

したがって，時刻は ５時２０分

（別解） ＜図１＞

右の図１のように，時計の文字盤にとりあえずアルファベットを振って，

考えていきます。

分かっているのが長針と短針の間の４０度という角度ですが，見方を

変えて，図２のように，短針がＨにあったときから，今の時刻まで動い

た角度が４０度とします。

Ｈのところにあった短針が４０度動くのに，何分かかったかを考えます。

短針は６０分で，文字盤のＡからＢ や ＢからＣ のように １目盛り ＜図２＞

動きます。

１目盛りの角度は，３６０度÷１２＝３０度

したがって，６０分で３０度動くことになります。

つまり，１分で０．５度動きます。

ということは，短針が４０度動くのに，何分かかるかというと

４０÷０．５ ＝ ８０分

問題７
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短針がＨのところにある時刻には，長針もどこかの目盛りのところに

ぴったりと止まっているはずです。

つまり，図１の時刻は，長針，短針がぴったりの目盛りを指した時刻の１時とか２時とか３時とか

・・・から，８０分経った時刻だということになります。

８０分は，１時間と２０分なので，図１の長針が指しているＨは，実際は２０分を表す４であるこ

とが分かります。

ということはＩは５だと分かるので，もとの時計の時刻は ５時２０分 になります。

（別解）

長針と，短針が問題で示された左の図のような位置関係になりそ

うな時刻を実際に考えてみます。

条件は

① 長針は，目盛りをちょうど指している

② 長針と，短針の間に，時計の目盛りが一つ入っている。

そうすると

２時０５分 ３時１０分 ４時１５分 ５時２０分

・・・・・ のような時刻になります。

また，長針は６０分で３６０度動くので，５分で３０度動きます。

短針は，６０分で３０度動くので，５分で２．５度動きます。

３０度 たとえば，２時０５分の長針と短針の間の角度を求

めると，

短針は，２を指していたところから，５分経ってい

２．５度 るので２．５度動いています。

長針は１の目盛りを指していて，１と２の目盛りの

間の角度は３０度。

したがって，長針と短針の間の角度は，

３０＋２．５＝３２．５度

同様にして，他の時刻の時の角度を計算していくと

５時２０分で４０度となります。
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